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今回 MD を用いて、ラット脳線条体における NO 放出に関して、ACh 作動性神経の具体
的関与を調べた。 
[材料ならびに方法] 
雄の Sprangue-Dawley ラットを用いた。5 %セボフルランで麻酔を行い、ラットの右線条
体にガイドカニューレを挿入した。外科的手術侵襲から回復したのを確認した後、極短時
間のセボフルラン麻酔を併用しながら MD プローブを慎重に挿入した。プローブは修正リ
ンゲル液（147mEq L-1 Na+, 3.0 mEq L-1 K+, 2.6 mEq L-1 Ca2+, 2.0 mEq L-1 Mg2+, 155 mEq L-1 Cl−) 
2 ml min-1で灌流を行った。2時間後より 15分毎にサンプルを回収し、還元カラムで酸化物
質を還元した後、硝酸塩と亜硝酸塩を高速液体クロマトグラフィーで測定した。ラットは
自由行動の状態からペントバルビタール、ケタミンの腹腔内投与を受け全身麻酔を導入し




低用量の静脈麻酔薬は、どちらも約 30 分間ラットを不動化し、高容量の麻酔薬は約 90
分間ラットを不動化した。ペントバルビタールは投与量が多いほど、細胞外 NO 酸化物質
濃度をより強く抑制した。コリンエステラーゼ阻害薬であるネオスチグミンの灌流は、基
準となる NO 濃度を変化させなかったが、ペントバルビタールによる NO 濃度減少を用量
依存性に拮抗した。除Mgリンゲル液は、NO濃度に影響を与えなかったが、ペントバルビ
タールによる NO 度減少を拮抗した。ケタミンは投与量が多いほど、 NO 濃度の増加が大
きかった。ニコチン性 ACh レセプター拮抗薬であるメカミラミンの添加と、除 Ca リンゲ







ラーゼ阻害薬であり、細胞外 ACh 濃度を上昇させる。また細胞外 Mg は神経軸索終末から




な ACh 放出抑制作用のあるアミノ酸やドパミンは、Mg による干渉は受けない。したがっ
て、ペントバルビタールは脳内線条体神経細胞の NO放出を直接抑制するだけではなく、コ
リン作動性神経を介して NO濃度を減少している可能性があると考えられた。この仮説は今
回の実験において、ネオスチグミンや除 Mgリンゲル液による ACh 濃度上昇が、ペントバ
ルビタールの NO放出減少が拮抗されることからも支持される。 
ケタミンは NO濃度を上昇させ、この作用はメカミラミン、除 Caリンゲル液、あるいは
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